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エネルギー資源は長い道のりを
旅してくるんだ。

イポ ン ト

　エネルギー資
し

源
げん

はそれぞれちがう地
ち

域
いき

でとれるので、日本へは世界各国から運ばれくる。
下の世界地図で、エネルギー資源別のおもな輸

ゆ

入
にゅう

先
さき

を見てみよう。

日本は世界のどんな地域から
エネルギー資源を
輸入しているのかな？

◎ウランのおもな輸入先

カナダ、カザフスタン、ニジェール、
オーストラリア、ナミビア、ウズベキスタンなど

相手先国

（出所）貿易統計（2014年1月～12月）

◎石油の輸入先（2018年）
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中東合計　

86%

（出所）財務省「貿易統計」を基に作成

ロシア　5%

合計
1億7,489万
キロリットル

メキシコ　1%
アメリカ　2%

その他　5%

ゆにゅうさき

万一の場合のそなえ
　海外からの輸入が止まってしまっ
たら、わたしたちの生活や社会に大
きな影

えいきょう

響をあたえる心配がある。そ
こで日本では、万一にそなえ、石油
やLPガスをたくわえている。

志
し
布
ぶ
志
し
国家石油備

び
蓄
ちく
基
き
地
ち
（鹿児島県）

いろんな国から
タンカーで運ばれて
くるのね。
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◎天然ガスの輸入先（2018年）
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（出所）財務省「貿易統計」を基に作成

合計
8,389万
トン

日本のエネルギー自
じ

給
きゅう

率
りつ

　海外からの輸
ゆ

入
にゅう

にたよらず日本国内でまかな
うことのできるエネルギーの割

わり

合
あい

は10%しか
ない。これを「エネルギー自

  じ きゅうりつ

給率」という。日
本はエネルギー資

し

源
げん

がほとんどとれないので、
大部分を海外から輸入している。

◎日本のエネルギー自給率
　（2017年）

じきゅうりつ

※自給の割合には準国産エネルギーである原子力が含まれている。

（出所）資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」を基に作成

エネルギー自給率

ウランは一度輸入する
と長い期間使うことが
できる。そのため原子
力発電は準国産エネル
ギーとしてあつかうこ
とができ、エネルギー
自給率の割合にふくま
れている。

じゅん

日本は
エネルギー自給率が
低いから世界中から
エネルギー資源を
輸入しているんだね。

日本のエネルギー自給率を上げる
方法を考えてみよう。

※パーセントは小数点以下を四捨五入しているため、合計しても100にならない場合がある。

◎石炭の輸入先（2018年）

出典：財務省「貿易統計」を基に作成
※一般炭のみの合計
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➡日本はエネルギー資源に乏しいことから、そのほとんどを輸入に依存していること
を考える。
➡エネルギー資源によって輸入先が異なることを理解する。

➡石油は中東地域からの輸入割合が高い。
➡天然ガスは比較的にいろいろな地域から輸入されている。
➡石炭は地理的に近いアジア・オセアニアから輸入されている。
➡ウランは世界各地域から輸入されている。

5年　社会科　我が国の工業生産
6年　社会科　グローバル化する世界と日本の役割

エネルギー資源はどこからくるの？（32～33ページ）
かぎりあるエネルギー資源（40～41ページ）

学習のねらい

指導上の
ポイント

関連する単元

関連ページ

■日本のエネルギー自給の現状
　生活や経済活動に必要な一次エネルギーのうち、
国内で確保できる比率をエネルギー自給率という。
　日本はかつて国産石炭や水力などの国内天然エネ
ルギー資源を利用しており、1960年度には約6割
の自給率であった。しかし、高度経済成長期以降、
エネルギー需要が急増し、石油が大量に輸入される
とともに石炭も輸入中心へと移行した。さらに石油
ショック以降に導入された天然ガスや原子力の燃料
となるウランについてもほぼ全量が海外から輸入さ
れている。2017年の日本の一次エネルギー自給率
は約10％である。

■石油
　石油の主な生産国は中東地域を中心にアメリカ、
ロシアなどである。日本では石油ショック以降、中
東地域など特定の地域に頼りすぎないよう輸入先の
多様化を図り、一度は中東からの輸入依存度が低下
した。しかし、中国やインドネシアなどの非中東産
油国での国内消費が増加し、1990年以降、再び中
東依存度が上昇傾向にある。2016年度の石油輸入
先は約87％が中東地域となっている。
　石油とLPガスは国・民間企業によって石油備蓄
基地が設けられている。

■天然ガス
　石油に比べ資源が世界各地域に分布しており、埋
蔵量も豊富である。国内でも僅かながら生産してい
るが、約98％を輸入に頼っている。主な輸入先は

日本から地理的に近いアジア・オセアニア地域である。

■石炭
　日本にも石炭は埋蔵されており、かつては盛んに
採掘されていた。1960年代までは国内炭の生産が
海外炭の輸入を上回っていたが、次第に安価な海外
炭の輸入量が増え、国内の炭鉱も次々と閉山し、現
在ではほぼ全量を輸入に頼っている。石炭は世界に
広く分布していることから比較的政治情勢の安定し
ている国々から輸入されている。

■ウラン
　日本はウランの100％を輸入に頼っており、輸入
先はカナダとオーストラリアが約7割を占めている。
安定供給の観点から長期購入計画を結んで輸入して
いるが、供給源の多様化が課題となっている。
　日本では民間企業のウラン鉱山開発への参画を促
進・支援する取り組みや、資源国との関係維持・強
化に当たり首脳閣僚レベルでの人的交流などの積極
的な資源外交を図っている。

■海上輸送に伴うリスク
　日本で使用される原油の9割は、1万2千km以
上離れた中東から海上輸送されている。また、天然
ガスはオーストラリアの他、東南アジアや中東から
海上輸送されている。その過程で、地政学的リスク
の高いホルムズ海峡や海賊行為が頻発するマラッ
カ海峡などの要衝（チョークポイント）を通過し
なければならない。とりわけマラッカ海峡は全長
800kmなのに対して、最狭部は幅2kmで水深も
浅く、かつ海流も速いことから航行には高い技術と
細心の注意が必要な難所である。同海峡は、日本の
原油消費量の85％、世界の船舶の3分の1が通過
するといわれている。このことは日本のエネルギー
供給が抱える課題のひとつである。

中東からのオイルロード

ペルシャ湾
ホルムズ海峡
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中東

日本

シンガポール

インドネシア

石油、LPガスの備蓄日数と備蓄量（2019年7月末）

（出所）資源エネルギー庁調べ

備蓄 日数 備蓄量

石油

国家備蓄 135日分 4,608万kl

民間備蓄 96日分 3,291万kl

産油国共同備蓄 5日分 173万kl

合計 236日分 8,072万kl

LPガス

国家備蓄 50.4日分 140万トン

民間備蓄 64.7日分 173万トン

合計 115.1日分 313万トン
※石油の備蓄量は製品換算
※産油国共同備蓄は日本国内にある原産国が利用している中継・備蓄基地で原油供
　給不足時には日本向けに優先供給される。

※ウランの位置づけについては35ページを参照。




